
令和６年 10 月 29 日 

                        原子力安全対策課 

( ０ ６ － ３ ９ ) 

＜ 15 時 記 者 発 表 ＞ 

 

美浜発電所３号機の原子炉手動停止について 

（１次系冷却水クーラ海水系統戻り母管の減肉の調査状況） 

 このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。 

記 

 美浜発電所３号機（加圧水型軽水炉：定格電気出力 82.6 万 kW）は、定格熱出力

一定運転中の令和６年 10 月５日 19 時頃、巡視点検中の運転員が、１次系冷却水ク

ーラ※１の海水系統戻り母管※２３系統（Ａ、Ｂ、Ｃ）のうち、Ｃ系統母管の２箇所に

塩の析出があることを確認した。 

 10 月 10 日に当該箇所の肉厚測定の結果、微小な穴があり、その周辺に減肉を確

認したことから、原因調査を実施することとし、10月 15日にプラントを停止した。 

 なお、本件による環境への放射能の影響はない。 

※１：１次系のポンプやモーター等で発生した熱を除去するための冷却水を海水により冷却する機器 
※２：１次系冷却水クーラ出口から海水を海へ放出する配管 

（令和６年 10 月 10 日、15 日公表済） 

 

１．調査状況 

10 月 16 日 23 時 45 分にプラントを冷温停止状態とした後、Ｃ－１次系冷却水

クーラ海水出口弁（バタフライ弁※３）下流にある当該配管（以下、Ｔ字管）の内

面観察等の詳細調査を実施した。 

※３：操作ハンドルを回して弁棒を回転させ、弁棒と結合した蝶型の弁体が回転し、流量を調整する弁 

 

（Ｔ字管の内面観察結果） 

Ｔ字管を取り外し、内面観察した結果、微小な穴の周辺を含むＴ字管上半面

にライニング※４の剥離を確認した。剥離部のＴ字管内表面には凸凹状の模様や

炭素鋼の腐食があった。 

※４：配管材料と海水が接触しないように配管内面を樹脂等でコーティングし腐食の発生を防止するもの 

 

（ライニングの点検履歴等の確認） 

第 14 回定期検査（平成７年２月）において、Ｔ字管を含む１次系冷却水クー

ラの海水系統の大部分をポリエチレンライニングが施工された配管に取り替



えた。その後、定期検査では内面目視点検（１回／１定検）およびピンホール

検査（１回／４定検）を実施し、ライニングの健全性を確認していた。 

しかし、前回の第 27 回定期検査（令和５年 10 月）において、Ｔ字管内のラ

イニングが広範囲で剥離していることを確認した。このため補修方法等につい

て検討し、Ｔ字管内のライニング全面を海水系統で使用実績のあるエポキシ樹

脂系ライニングにより補修した。また、ライニングの施工記録を確認した結果、

施工要領や補修後の外観検査等に問題はないことを確認した。 

なお、補修にあたり、超音波探傷検査でＴ字管（母材）の肉厚を測定した結

果、減肉は確認されなかった。 

 

（運転操作履歴） 

ライニング補修以降のＣ－１次系冷却水クーラの通水時間・通水流量を確認

した結果、令和５年 11 月 23 日以降、系統切替による約１ヶ月の停止を除き、

令和６年 10 月４日まで通水していたことを確認した。また、海水出口弁は規

定開度の約 30％で運用し、今運転サイクル期間中に開度変更はないことを確認

した。 

 

（海生生物による影響の確認） 

当該系統を含む海水が通る配管内には、海生生物の不活性化を目的として海

水電解装置により薬品を注入※５している。ライニング補修以降の実績を確認し

た結果、海水電解装置の運転状態に異常がないことを確認した。 

※５：取水路から海水をポンプで汲み取り、海水電解装置により電気分解し次亜塩素酸ナトリウムを作

り、配管に注入することで、貝類などの海生生物が循環水管等に付着することを防止する。 

 

（他系統の確認） 

現在、Ａ、Ｂ－１次系冷却水クーラを使用し、プラントの冷却状態を維持し

ている。Ａ、Ｂ－１次系冷却水クーラ海水出口弁付近の外観点検の結果、塩の

析出や異常は認められなかった。 

また、超音波探傷試験による肉厚測定の結果、配管の健全性に問題がないこ

とを確認した。加えて、点検履歴を確認した結果、Ｃ系統と同時期の第 14 回定

期検査で配管を取り替えて以降、ライニングの剥離等はなく、補修した実績は

なかった。 

 

２．今後の予定 

現在、工場において、Ｔ字管の断面観察等の詳細な調査を実施しており、それ

らの結果も踏まえ、対策を検討する。 

 
問い合わせ先（担当：齋藤） 

内線 2354・直通 0776(20)0314 



美浜発電所３号機 １次系冷却水クーラ海水系統戻り母管の調査状況

添付資料

＜海水系統詳細＞

使用時
流れ方向

タービン

蒸気発生器

加圧器

冷却材
ポンプ 循環水

ポンプ

発電機

復水器

原子炉容器 取水口から

放水口へ

主給水
ポンプ

原子炉格納容器

各機器※

放水口 取水口

海水ポンプ

非常用ディーゼル
発電機

１次系冷却水クーラ

熱交換

充てん高圧
注入ポンプ

※冷却材ポンプ、充てん高圧注入ポンプなど
：当該配管

海水系統

＜系統図＞

事象概要

Ｃー１次系冷却水クーラ

出口配管
戻りヘッダ

外径 ６０９．６mm ７６２．０mm

厚さ １２．０mm １２．０mm

材質 炭素鋼（内面ライニング施工※１）

最高使用温度 ４０℃

海水流量 １，８７０m3/h ― ※２

＜Ｔ字管の仕様＞

塩の析出および
２ヶ所の
微小な穴を確認

＜Ｔ字管写真＞

Ｃー１次系冷却水
クーラ出口配管

戻りヘッダ

：海水の流れ（使用時）

放水口 取水口

Ａ-１次系冷却水クーラ

Ｂ-１次系冷却水クーラ

海水ポンプＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

当該配管

（使用中）

（使用中）

（停止中）

弁

Ｃ-１次系冷却水クーラ

令和6年1月5日から
25％開度で運転

令和6年1月5日から
30％開度で運転

令和6年1月5日から
30％開度で運転

＜第27回定検での
点検以降の通水実績＞

Ａ-１次系
冷却水クーラ

R6.1.10～
R6.5.10

R6.7.12～

Ｂ-１次系
冷却水クーラ

R5.12.16～
R6.1.16

R6.4.17～
R6.7.12

R6.7.18～

Ｃ-１次系
冷却水クーラ

R5.11.23～
R6.4.17

R6.5.10～
R6.10.4

※１：第２７回定検でポリエチレンライニングに剥離が認められたため、補修
方法を検討し、全面をエポキシ樹脂系ライニング（塗装時厚さ 0.35mm
以上）により施工。なお、Ａ、Ｂ系統についてはポリエチレンライニング
が施工されている。

※２：放水口への出口系統が２系統あることから、１系統に流れる流量は確認
できない。



これまでの調査結果

＜内面観察＞

Ｃ－１次系冷却水クーラ
海水出口弁から

Ａ、Ｂ－１次系
冷却水クーラから

矢視１

矢視２

※凸凹状の表面状態を確認し、穴の周囲の減肉を確認

＜Ｔ字管概要図＞

Ａ穴

Ｂ穴

Ａ穴

Ｂ穴

※当該配管を取り外し、メーカ工場にて調査中

（Ａ穴周辺） （Ｂ穴周辺）

＜内面からの拡大写真＞

125mm 125mm

＜外面からの超音波探傷検査（ＵＴ）結果（微小な穴周辺）＞

：海水の流れ（使用時）
：減肉が認められた箇所
（約2.7～6.2mmの肉厚）
：検査箇所
：溶接部

Ａ穴周辺 Ｂ穴周辺

：海水の流れ（使用時）

：ライニングの剥離箇所
（減肉傾向が認められた箇所）

：微小な穴

：海水の流れ（使用時）

貫通部

Ａ穴

Ｂ穴

125mm

矢視１

矢視２


